
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
「
然
」
字
の
使
用
に
つ
い
て

-
　
霊
験
記
・
仏
教
説
話
の
用
字
法
に
注
目
し
て
-

磯
　
　
貝
　
　
淳
　
　
一

は
じ
め
に

和
化
漢
文
資
料
に
お
い
て
は
'
文
頭
に
立
つ
　
「
而
」
字
が
逆
接
の
接

続
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
峰
岸
明
氏
が
古
記
録
を
中
心
と
し
た
和
化
漢
文
資
料
の
調
査
を
通

じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
斯
か
る
用
法
に
お
い
て
使
用

さ
れ
る
漢
字
を
和
化
漢
文
資
料
中
に
調
査
す
る
と
、
全
般
に
「
而
」
が

優
勢
で
.
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
時
に
以
下
に
示
す
よ
う
に
類
似
の
文
脈
に
お
い
て
、
或
る

資
料
で
は
「
然
」
の
、
或
る
資
料
で
は
「
而
」
の
使
用
を
見
る
も
の
が

あ
る
。

○
後
二
人
倶
死
同
至
間
魔
王
所
、
即
令
岐
州
沙
珊
坐
黄
金
座
甚
以
恭
敬

之
へ
楊
州
比
丘
坐
白
銀
座
恭
心
不
重
へ
然
二
人
供
有
鎗
命
'
即
以
得

蘇
息
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
探
要
法
花
験
記
・
下
1
 
6
オ
8
)

○
其
明
朝
へ
尼
謂
常
住
僧
云
'
吾
去
夜
可
赴
他
界
へ
而
命
尚
存
夷
、
邪

鬼
欺
吾
欺
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
拾
遺
往
生
伝
・
第
3
2
話
)

特
に
霊
験
記
の
類
に
お
い
て
は
へ
　
こ
の
「
然
」
の
使
用
率
が
「
而
」

の
そ
れ
を
上
回
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
用
字
法
の
差
異
の
間
道
に
つ

い
て
'
逆
接
の
接
続
詞
的
用
法
に
お
け
る
「
然
」
字
の
使
用
を
取
り
上

げ
て
考
え
て
み
た
い
。

一
、
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
「
然
」
字
の
接
続
詞
的
用
法

調
査
資
料
に
お
い
て
「
然
」
は
以
下
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

1
　
接
続
詞
的
に
使
用
さ
れ
る

A
　
単
独
で
使
用

a
　
順
接
接
続

①
此
女
昔
汝
家
御
炊
也
、
矧
汝
殿
一
里
人
死
受
施
、
汝
有
普
願
置
一
俵
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米
・
・
・
此
女
乍
供
倍
後
譲
形
醜
'
　
　
(
注
好
選
・
中
3
0
オ
3
)

②
碓
大
夫
参
詣
六
披
羅
寺
値
過
諦
延
、
矧
事
前
有
雨
三
尼
へ

(
探
要
法
花
験
記
・
上
2
8
ウ
-
)

③
右
彰
望
之
慶
事
投
恩
簡
幸
甚
々
々
'
矧
所
召
微
牛
錐
恥
繭
栗
随
命
奉

之
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
婁
州
往
来
・
4
3
ウ
2
)

「
然
」
が
順
接
の
接
続
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
、
前
件
を
受
け
て

後
件
に
続
け
る
働
き
を
担
う
。
ま
た
「
さ
て
」
と
い
う
意
味
で
話
を
起

こ
す
役
割
を
担
う
。
探
要
法
花
験
記
の
加
点
例
を
確
忍
す
る
と
、

す

る

　

　

4

J

　

　

よ

り

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

_

-

-

○
記
章
-
悪
等
之
人
見
其
作
-
法
'
尤
町
長
-
怖
'
然
傍
有
貴
1
倍
(
」
)

セ
　
　
　
　
t
 
L
探
要
法
戎
頗
記
・
上
2
3
ウ
2
)

○
別
出
雲
林
院
(
反
)
行
大
-
宮
大
路
。
然
於
大
-
垣
連
荘
)
有
不
例
之
人
、

(
探
算
法
花
験
記
・
下
3
オ
ー
)

の
よ
う
に
'
こ
れ
ら
を
「
シ
カ
ル
ニ
」
と
訓
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

b
　
逆
接
接
続

④
剃
除
頭
染
衣
、
削
跡
深
山
、
避
色
遁
世
、
準
心
戒
律
、
矧
寮
妾
在
側
'

忽
然
捨
難
、
　
　
　
　
　
　
(
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
第
蛸
話
)

⑤
暴
風
頻
吹
逆
浪
成
山
不
能
船
浮
'
事
依
火
急
乗
船
渡
河
へ
衆
人
見
者

英
不
恐
歎
'
矧
僧
都
出
船
時
へ
天
童
数
十
人
棒
船
不
沈
水
へ

(
探
要
法
花
験
記
・
上
1
5
オ
4
)

⑥
晋
撃
石
へ
孟
嘗
君
五
月
生
へ
矧
無
音
へ
　
(
東
山
往
来
・
第
1
状
復
)

「
然
」
が
逆
接
の
用
法
を
示
す
場
合
へ
前
件
を
受
け
て
こ
れ
と
反
対

の
事
柄
を
述
べ
る
'
も
し
-
は
前
件
に
お
い
て
予
想
さ
れ
る
事
柄
と

は
異
カ
.
っ
亮
柘
果
が
,
d
じ
る
頒
と
な
る
　
>
J
の
場
合
t
,
,
ス
ソ

○
間
比
丘
亘
云
汝
尺
粗
浄
飯
王
子
也
。
矧
称
依
得
少
食
'
'
*
.
作
虚
妄
之

一
7言

喜
邪
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
注
好
選
・
中
1
3
オ
6
)

の
よ
う
に
多
-
「
シ
カ
ル
ニ
」
と
訓
読
さ
れ
る
。
し
か
し
'

ェ

　

ク

　

　

ヽ

　

　

ノ

　

　

　

♭

ソ

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

ヲ

○
間
比
丘
垂
云
汝
尺
種
浄
飯
王
子
也
。
伏
.
:
何
依
得
少
食
罷
"
作
虚
妄
之
音

喜
耶
　
　
　
　
　
　
　
　
(
金
剛
寺
本
注
好
選
・
中
1
3
オ
2
)

の
如
-
「
シ
カ
ル
ヲ
」
と
訓
読
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

B
　
軌
…
合
し
て
使
用

a
　
順
接
接
続

⑦
操
浴
身
垢
、
執
悌
手
之
緒
、
諦
両
者
園
浮
之
文
如
昨
日
へ
矧
矧
北
首

右
脇
へ
如
眠
気
絶
、
　
　
　
　
　
　
(
続
本
朝
往
生
伝
・
第
1
0
話
)

⑧
告
知
此
経
是
諸
悌
出
世
本
懐
衆
生
成
悌
之
直
道
也
、
矧
矧
三
位
量
功

絶
一
代
十
箇
響
喰
徳
超
四
味
、
　
(
探
要
法
花
験
記
・
上
3
ウ
4
)

⑨
偏
仕
蒲
陀
'
久
慕
極
#
'
矧
副
長
承
四
年
三
月
十
八
日
、
告
弟
子
日
、

(
高
野
山
往
生
伝
・
第
1
 
0
話
)

「
然
後
」
「
然
別
」
「
無
間
」
の
如
-
熟
合
し
て
順
接
接
続
の
用
法
を

担
う
。b

　
逆
接
接
続

⑲
年
齢
衰
老
月
来
病
悩
'
矧
剛
其
病
不
重
行
へ

(
探
要
法
花
験
記
・
上
1
3
オ
1
2
)

⑬
間
魔
法
王
引
帳
検
札
云
'
依
罪
業
探
可
遭
地
獄
也
へ
矧
矧
此
度
脱
罪

延
算
道
本
餌
へ
　
　
　
　
　
　
(
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
第
3
2
話
)

m

「
然
而
」
は
専
ら
逆
接
の
接
続
詞
的
用
法
を
担
う
。

2
　
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る

⑬
五
人
取
措
花
以
置
薮
上
'
供
十
方
備
一
人
刊
矧
へ

(
注
好
選
・
中
1
0
オ
2
)

1
1



⑬
若
是
鷲
鳳
群
偏
嫌
鳥
雀
之
類
欺
、
其
理
可
然
々
々

(
婁
州
往
来
・
2
ウ
1
)

以
上
「
然
」
の
用
法
に
つ
い
て
概
観
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
へ
本

稿
で
対
象
と
す
る
の
は
「
-
接
続
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
」
場
合
で
あ
る
。

当
該
用
法
を
中
心
に
調
査
資
料
全
体
に
お
け
る
使
用
を
ま
と
め
た
の
が

以
下
の
表
1
で
あ
る
。

表
-

揺逆 撹順 慕用
法

醍車 然 然 然 然 妖 妖 然

然 而 ‖者 一間 ‥り..良 …後

01 3 1 1 2 1 7 注

8 7 1 2 大

6 5 71 5 2 1 51 採

1 6 2 ォ

2 1 1 秩

4 1 1 東

4 51 3 1 塞

1 06 18 003 002 1 帥

4 21 4 4 1 級

*
資
料
略
称
及
び
各
資
料
の
表
記
主
体

a

注
　
注
好
選
(
仏
)

大
　
大
日
本
回
法
華
経
験
記
(
也
)

探
　
探
要
法
花
験
妃
(
仏
)

高
　
高
野
山
往
生
伝
(
紘
)

続
　
続
本
朝
往
生
伝
(
俗
)

東
　
東
山
往
来
(
也
)

裏
　
書
州
往
来
(
俗
)

帥
　
帥
紀
(
俗
)

後
　
後
二
俵
師
通
紀
(
俗
)

こ
の
表
は
「
然
」
字
の
接
続
詞
的
用
法
を
順
接
接
続
と
逆
接
接
続
と

に
分
か
ち
へ
　
用
例
数
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
中
で
'
注
目
し
た
い
の
が
逆
接
接
続
の
用
法
に
お
け
る
単
独
の

1
然
」
の
使
用
で
あ
　
「
然
」
の
単
独
で
の
接
続
詞
的
用
法
は
、
順
接
・

逆
接
を
通
じ
て
注
好
選
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
探
要
法
花
験
記
・

雲
州
往
来
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
他
'
高
野
山
往
生
伝
・
東
山
往
来
・

帥
記
・
後
二
僚
師
通
記
に
も
例
が
存
す
る
。

漢
字
の
有
無
は
、
当
該
字
が
表
す
語
の
有
無
に
関
わ
る
の
で
あ
っ
て
'

こ
の
こ
と
が
「
然
」
の
使
用
の
偏
り
を
直
接
的
に
示
す
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
'
当
該
字
と
類
似
の
用
法
を
持
つ
「
而
」
の
使
用
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
t
　
よ
り
明
確
に
使
用
差
が
看
取
さ
れ
る
。

「
而
」
は
和
化
漢
文
資
料
と
り
わ
け
古
記
録
に
お
い
て
'
「
接
続
詞

的
用
法
は
'
専
ら
逆
接
接
続
の
職
能
を
果
た
し
'
接
続
助
詞
的
用
法
は
'

専
ら
順
接
接
続
の
職
能
を
果
た
す
」
こ
と
が
峰
岸
明
氏
に
よ
っ
て
明
ら

12



(
5
)

か
に
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
先
に
提
示
し
た
「
然
」
の
用
法
の
内
、

「
-
接
続
詞
的
に
使
用
さ
れ
る
A
単
独
で
使
用
b
逆
接
接
続
」
の
用

法
と
重
な
る
部
分
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。
以
下
の
用
例
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
も
　
い
ず
れ
も
「
然
」
と
類
似
の
意
味
用
法
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。

⑭
亀
語
猿
云
汝
開
吾
責
任
者
也
、
漸
有
腹
痛
、

(
注
好
遺
・
中
3
9
オ
3
)

⑬
右
件
男
従
竹
馬
之
従
時
、
住
家
中
者
也
'
漸
習
丹
青
業
以
来
へ
不
致

朝
　
夕
之
格
勲
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
雲
州
往
来
・
7
ウ
1
0
)

⑲
仰
云
'
是
乍
居
陣
令
奏
欺
、
申
道
理
審
弓
場
殿
可
令
奏
也
'
耐
宿
徳

大
臣
乍
座
令
奏
候
欺
、
　
　
　
　
(
帥
記
・
康
平
8
年
8
月
3
日
)

こ
れ
ら
の
使
用
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
を
表
2
に
示
す
。

逆 接瞑hn山r
J

psf
c

用
法

而 佃

間
而
則

而
後

而

7 7 注

7 4 大

1 採

4 2 高

1 2 続

51 32 71 栄

02 4

-

旦

帥911

331 1 級

先
の
表
1
と
比
較
す
る
と
、
逆
接
接
続
の
用
法
に
お
い
て
「
然
」
「
而
」

の
両
字
の
使
用
率
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
当
該
用
法

(
6
)

の
「
然
」
の
使
用
を
百
分
率
で
計
上
す
る
と
へ

探
要
法
花
験
記
a
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
=
・
・
注
好
選
=
・
・
東
山
往

来
=
・
・
雲
州
往
来
=
・
・
後
二
催
師
通
記
;
・
・
高
野
山
往
生
伝
o
・
続
本

朝
往
生
伝
o
・
帥
記
O

の
如
-
で
あ
る
。
「
然
」
の
使
用
率
が
低
い
も
の
ほ
ど
逆
に
「
而
」
の

使
用
率
は
高
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
、
表
記
主
体
に
注
目
す
る
と
「
然
」

の
使
用
率
が
上
位
に
な
っ
て
い
る
の
は
い
ず
れ
も
仏
家
の
手
に
成
る
資

料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
お
い
て
は
'
「
然
」
が
中
心
的
乃
至
あ

る
程
度
の
割
合
を
持
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
俗
家

の
手
に
成
る
資
料
で
は
「
而
」
が
使
用
の
大
半
を
占
め
て
お
-
、
「
然
」

の
使
用
さ
れ
る
割
合
は
極
め
て
低
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
'
「
然
」
「
而
」
両
字
は
'
逆
接
の
接
続
詞
的
用
法

に
お
い
て
用
法
上
の
重
な
り
を
見
せ
つ
つ
も
、
そ
の
使
用
に
お
い
て
差

異
が
存
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
-
仏
・
俗
を
通
じ
て
使
用
さ
れ
て

い
る
の
は
「
而
」
で
あ
り
'
仏
家
の
場
合
あ
る
程
度
の
割
合
で
(
霊
験

記
の
場
合
は
高
い
割
合
で
)
　
「
然
」
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。

し
か
し
へ
　
こ
の
検
討
の
み
で
は
表
記
主
体
の
社
会
的
属
性
の
違
い
を

背
景
と
し
た
用
字
法
の
差
異
が
存
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
た
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
以
下
の
二
点
を
考
慮
に
入
れ
て
検
討
を
重

ね
る
必
要
が
あ
る
。

I
注
好
選
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
探
要
法
花
験
記
は
説
話
及
び
霊

験
記
で
あ
っ
て
俗
家
の
文
章
と
し
て
取
り
た
て
た
古
記
録
類
と
は

内
容
を
大
き
く
異
に
す
る
。
(
表
記
主
体
の
社
会
的
属
性
の
違
い
と

言
う
よ
り
は
資
料
の
内
容
の
違
い
に
関
わ
る
問
題
で
は
な
い
か
)
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Ⅱ
先
に
「
仏
家
の
手
に
成
る
も
の
」
と
し
た
資
料
の
う
ち
、
注
好
選
・

探
要
法
花
験
記
は
、
中
国
出
典
の
存
す
る
資
料
で
あ
っ
て
、
正
格
漢

文
の
用
字
法
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
(
和
化

漢
文
資
料
の
用
字
法
と
し
て
取
り
上
げ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
か
)

以
下
、
こ
れ
ら
問
題
点
の
確
認
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

二
、
「
然
」
字
の
使
用
差
の
意
味

1
 
「
平
安
遺
文
」
　
に
お
け
る
「
然
」
「
而
」
　
の
使
用

先
ず
、
r
平
安
遺
文
)
に
所
収
さ
れ
る
文
書
類
(
長
保
三
年
胤
-
文

永
三
年
塑
を
対
象
に
検
討
を
行
う
。
当
該
資
料
は
当
時
の
日
常
実
用

(
7
)文

が
網
羅
さ
れ
て
お
-
正
格
漢
文
と
の
直
接
的
な
因
果
関
係
が
存
し
な

い
。
ま
た
へ
表
記
主
体
の
社
会
的
属
性
が
明
確
な
も
の
が
多
-
仏
・
俗

両
者
が
共
に
作
成
し
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
先
の
問
題
の
検
討
に

適
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

r
平
安
遺
文
L
　
に
お
い
て
は
'
逆
接
の
接
続
詞
的
用
法
で
の
「
然
」

(
8
)

「
而
」
両
字
の
使
用
は
表
3
・
4
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

仏
俗
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
「
然
」
の
使
用
率
を
計
上
す
る
と
へ
仏
家

1
1
.
6
%
・
俗
家
8
.
1
%
と
な
る
。
こ
の
使
用
率
は
'
先
に
計
上
し
た
と
こ
ろ

の
古
往
来
類
の
数
値
に
近
-
な
っ
て
い
る
。
仏
家
が
表
記
主
体
と
な
る

文
書
に
お
い
て
「
然
」
の
使
用
率
が
僅
か
に
高
-
な
る
も
の
の
、
両
者

に
顕
著
な
使
用
の
差
異
は
認
め
難
い
。
文
書
類
は
全
体
と
し
て
「
然
」

の
使
用
率
は
さ
ほ
ど
高
-
な
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見

て
く
る
と
、
先
に
提
示
し
た
問
題
点
の
内
I
に
つ
い
て
は
'
「
表
記
主

体
の
社
会
的
属
性
の
違
い
に
関
わ
る
差
異
針
と
い
う
も
の
を
単
純
に
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

表
3
「
然
」

合 施
入
状

煤 劫
注
状

書
状

申
文

売
券

請 下
文

宣 解
f
c

!

文 巳日

空 0
l

0 0 3 2 3 4 8 仏

71 1 1 1 2 0 1 1 1 6 3 俗

73 1 1 1 2 3 3 4 5 6 11 計

表
4
「
而
」

合 申 施 勘 啓 虫臼三一日目
下 煤 売 塞 解

計 文 入
状

注
状

状 文 文 券 冒

聖 2 3 2 9 12 92 62 06 仏

491 2 1 4 4 8 41 8 12 85 47 俗

643 4 4 4 6 71 53 73 74 85 431 計

2
霊
験
記
と
往
生
伝
と
に
見
ら
れ
る
「
然
」
使
用
の
差
異

先
の
調
査
で
「
然
」
の
用
字
法
に
顕
著
な
差
異
が
認
め
ら
れ
た
霊
験

記
と
古
記
録
と
の
間
に
は
、
表
記
主
体
の
社
会
的
属
性
の
適
い
以
外
に
'

日
常
実
用
の
文
章
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
違
い
が
存
し
て
い
た
。
続
い

て
、
こ
の
点
と
用
字
法
の
差
異
と
の
関
わ
-
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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表
1
に
お
い
て
'
往
生
伝
に
は
逆
接
の
「
然
し
の
使
用
が
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
往
生
伝
は
往
生
者
の
伝
記
で
あ
っ
て
、
日
常
実
用
の
文
章
と

は
性
格
を
異
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
「
然
」
の
使
用
率
が
貴
も
高
か
っ
た

探
要
法
花
験
記
は
、
霊
験
記
で
あ
り
往
生
伝
と
は
比
較
的
近
い
ジ
ャ
ン

ル
に
属
す
る
。
こ
の
両
者
の
「
妖
…
」
「
而
」
に
差
異
が
存
す
る
の
は
ど

の
よ
う
な
理
由
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

往
生
伝
が
霊
験
記
と
深
い
関
わ
り
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
'
両
者
が

出
典
を
同
じ
-
す
る
頼
話
を
持
つ
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

霊
験
記
で
あ
る
探
要
法
花
験
記
は
、
大
日
本
国
法
華
験
記
に
取
材
し
た

話
を
多
-
収
載
す
る
が
'
同
時
に
往
生
伝
で
あ
る
拾
遺
往
生
伝
も
大
日

本
国
法
牽
験
紀
に
拠
っ
た
話
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
然
」
の
使
用
を
比

較
す
る
と
'
両
者
の
使
用
が
必
ず
し
も
1
致
し
な
い
事
象
が
認
め
ら
れ

る
。

①
人
骨
日
是
非
業
死
へ
譲
清
浄
聖
人
故
蒙
現
罰
也
、
僧
都
有
急
事
徽
山

科
寺
京
上
、
然
於
淀
河
暴
風
頻
吹
逆
浪
成
山
不
能
船
浮
へ
事
依
火
急

乗
船
渡
河
へ
衆
人
見
者
莫
不
恐
歓
へ
然
僧
都
出
船
時
へ
　
天
童
救
十
人

樺
船
不
沈
水
へ
者
彼
岸
尭
天
童
通
人
河
了
'

(
探
要
法
花
験
記
・
上
1
5
オ
2
)

②
督
人
云
'
誹
誇
清
浄
人
へ
放
棄
現
前
也
云
々
、
胤
細
利
割
判
1
痢
別

上
洛
臭
へ
淀
河
芝
へ
風
波
駿
、
僧
都
1
身
乗
船
、
剣
山
矧
矧
1
刊
矧

天
童
十
許
人
出
於
河
中
、
棒
船
而
渡
へ
然
後
天
童
還
入
河
中
而
共
へ

(
拾
遺
往
生
伝
・
第
6
話
)

③
槽
大
夫
参
詣
六
波
羅
蜜
寺
へ
矧
矧
「
矧
劃
甜
利
矧
ヨ
矧
へ
一
人

流
涙
語
日
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
探
要
法
花
験
記
・
上
2
8
ウ
1
)

◎
右
京
碓
大
夫
詣
六
波
羅
蜜
寺
'
勝
間
雑
演
へ
車
前
有
三
尼
'
中
有
1

尼
へ
　
流
涙
謂
云
、
　
　
　
　
　
　
　
　
(
拾
遺
往
生
伝
・
第
1
5
話
)

探
要
法
花
験
記
と
拾
遺
往
生
伝
の
同
文
的
個
所
(
①
と
②
及
び
③
と

④
)
を
比
較
す
る
と
'
前
者
は
「
然
」
を
用
い
て
接
続
を
表
現
し
'
後

者
は
こ
れ
を
使
用
し
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
往
生
伝
に
「
然
」
の
使
用

率
が
さ
ほ
ど
高
-
は
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
霊
験
記
と

往
生
伝
は
共
に
日
常
実
用
の
文
章
で
は
な
-
、
ま
た
仏
教
に
関
わ
る
内

容
を
持
つ
　
(
時
に
類
語
が
存
す
る
)
と
い
う
共
通
性
を
持
ち
つ
つ
も
'

用
字
法
に
お
い
て
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
面
が
存
し
て
い
る
こ
と
が
分

(
1
1
)

か
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
考
え
て
お
-
必
要
が
あ
る
の
は
'
往
生
伝
が
内
容
は
仏
教
に

開
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
へ
　
そ
の
作
者
は
俗
家
で
あ
る
儒
者
が
中
心
で

(
1
2
)

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
霊
験
記
を
中
心
に
見
ら
れ
る
「
逆
接
接

続
に
「
然
」
を
使
用
す
る
割
合
が
高
い
用
字
法
」
が
往
生
伝
に
見
ら
れ

な
い
要
因
は
'
仏
教
的
な
内
容
を
俗
家
が
作
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
の

種
の
文
章
の
成
立
に
関
わ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
(
2
)
に
お
い
て
指
摘
し
た
問
題
点
に
つ
い
て
、
「
然
」

の
使
用
差
は
'
日
常
実
用
に
資
す
る
文
章
に
は
認
め
が
た
い
も
の
で
あ

-
'
内
容
的
に
近
い
霊
験
記
と
往
生
伝
に
あ
っ
て
は
'
霊
験
記
に
の
み

認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
'
斯
か
る

用
字
法
は
、
「
表
記
主
体
が
仏
家
で
あ
っ
て
表
記
内
容
が
霊
験
記
・
説

話
の
類
で
あ
る
場
合
に
見
ら
れ
る
も
の
」
と
の
想
定
を
行
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
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三
、
「
然
」
字
の
使
用
と
和
化
漢
文
資
料

-
霊
験
記
と
そ
の
出
典
と
の
関
わ
り
か
ら
-

続
い
て
へ
先
に
掲
げ
た
Ⅱ
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
文
献
と
和
化
漢

文
資
料
(
霊
験
記
)
と
の
用
字
法
の
関
わ
り
か
ら
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

探
要
法
花
験
記
は
中
国
・
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
に
出
典
を
持
ち
へ
中
国

の
部
は
法
華
伝
記
へ
　
日
本
の
部
は
大
日
本
国
法
華
験
記
に
概
ね
拠
っ
て

(
2
)

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
二
書
に
お
い
て
'
出
典
と
そ

れ
に
基
づ
-
和
化
漢
文
資
料
と
い
う
関
係
に
あ
る
説
話
間
で
「
然
」
の

使
用
が
い
か
に
為
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
へ
　
二
書
に
お
い
て
殆
ど
同
文
と
認
め
ら
れ
る
説
話
は
全
4
2
話
存

し
て
い
る
。
こ
の
中
で
探
要
法
花
験
記
に
接
続
詞
的
用
法
の
「
然
」
が

使
用
さ
れ
て
い
る
部
分
(
全
1
 
5
箇
所
)
　
に
つ
い
て
比
較
を
行
っ
た
。
以

下
に
用
例
を
挙
げ
る
。
(
①
と
②
'
③
と
④
が
そ
れ
ぞ
れ
類
話
)

①
日
師
昔
在
地
獄
受
苦
知
否
へ
其
地
獄
業
者
成
鳥
父
母
へ
鳥
主
君
殺
害

羊
鶏
鳴
等
'
錐
非
日
放
思
業
へ
必
頗
受
報
'
又
烏
比
丘
威
儀
不
調
へ

犯
用
僧
分
へ
其
罪
無
量
、
鷹
堕
地
獄
、
然
今
以
諦
法
華
故
'
其
罪
締

轟
へ
　
普
生
十
方
備
前
へ
　
　
　
　
　
(
探
要
法
花
験
記
・
上
2
0
ウ
-
)

②
語
吾
音
阿
師
昔
有
地
獄
定
受
莱
虚
、
其
地
獄
業
者
へ
父
母
璃
君
殺
害

猪
羊
鶏
鳴
等
'
錐
非
自
殺
へ
悪
業
故
必
鷹
受
報
、
又
沙
珊
時
犯
用
僧

分
、
威
儀
不
調
、
其
非
無
量
、
勝
地
地
獄
'
今
以
細
法
華
故
へ
其
罪

鏑
壷
、
生
十
方
備
前
、

(
法
華
伝
記
・
巻
第
6
唐
真
寂
寺
釈
寮
生
l
)

③
僧
徹
醇
師
者
練
州
南
孤
山
之
人
也
へ
曾
行
路
之
次
即
退
職
者
、
醇

引
之
至
山
中
へ
構
居
給
食
へ
令
譲
法
華
経
へ
然
本
性
頑
都
不
識
一
字
、

句
々
難
授
'
更
元
可
得
へ
　
　
　
　
(
探
要
法
花
験
記
・
下
2
4
ウ
2
)

④
輝
僧
徹
へ
住
縫
州
南
孤
山
陥
泉
寺
、
昔
行
退
城
者
在
穴
中
へ
徹
引
至

山
中
'
鵠
竪
穴
給
食
へ
令
諭
法
華
へ
素
不
識
文
字
へ
加
又
頑
郡
へ
句

旬
授
之
へ
終
不
辞
借
へ(

法
華
伝
記
・
巻
第
5
縫
州
陥
泉
寺
稗
僧
徹
9
)

共
に
も
探
要
法
花
験
記
に
存
し
て
い
る
「
然
」
が
出
典
で
あ
る
法
華

伝
記
に
は
無
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
1
 
5
例
総
て
が
同
様
で
あ
っ
て
'

出
典
に
は
存
し
な
い
「
然
]
=
,
が
探
要
法
花
験
記
に
お
い
て
補
わ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
-
探
要
法
花
験
記
の
場
合
、
接
耗

詞
的
用
法
の
「
妖
…
」
は
出
典
の
影
響
下
に
無
い
独
自
の
用
法
で
あ
る
蓋

然
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
へ
更
に
詳
細
に
出
典
の
法
華
伝
記
か
ら
和
化
漢
文
資
料
の
探

要
法
花
験
記
へ
の
変
化
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
探
要
法
花
験
記
に
は
'

E
E

出
典
に
存
し
な
い
語
を
添
加
す
る
例
が
多
-
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
内
、

接
続
詞
を
添
加
す
る
例
が
全
9
 
1
例
存
す
る
。
添
加
さ
れ
る
接
続
詞
の
内

訳
は
、
「
即
3
2
」
「
時
1
 
8
(
含
、
千
時
-
)
」
「
然
1
 
5
」
「
又
9
」
「
則
4
」

「
於
是
4
」
「
但
S
L
「
乃
至
2
」
「
仇
・
及
・
戎
・
故
　
各
-
」
(
算
用

数
字
は
用
例
数
)
　
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
内
へ
逆
接
の
接
続
詞
的

用
法
を
担
う
の
は
「
然
」
の
み
で
あ
る
。
こ
の
用
法
に
供
す
る
た
め
に
、

例
え
ば
類
似
の
用
法
を
有
す
る
「
而
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
無
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
探
要
法
花
験
記
に
お
い
て
は
'
出
典
に
は
存
し
な
い
逆

接
の
接
続
詞
を
添
加
す
る
際
に
、
専
ら
「
然
」
を
選
択
す
る
用
字
意
識

が
存
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
検
討
か
ら
'
今
回
問
題
と
し
た
逆
接
の
接
続
詞
的
用
法
の

「
然
」
字
の
使
用
に
つ
い
て
へ
そ
の
使
用
率
が
他
資
料
に
比
し
て
高
-

な
る
の
は
霊
験
記
を
中
心
と
す
る
仏
家
の
艶
話
資
料
の
特
徴
で
あ
る
こ

と
へ
ま
た
こ
の
用
字
が
必
ず
し
も
出
典
の
影
響
下
に
は
無
-
、
和
化
漢

文
資
料
独
自
の
も
の
と
目
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

四
、
古
辞
書
に
お
け
る
「
然
」
字
の
記
載

最
後
に
、
古
辞
啓
に
お
け
る
「
然
」
　
の
記
載
を
確
認
す
る
。

＼

　

、

シ

カ

モ

　

＼

而
烹
)
如
之
反
　
爾
鬼
氏
反
　
然
如
延
反
　
喰
　
如
　
愈
云
曳

シ
カ
リ
　
　
　
云
-
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
上
伺

(
前
田
本
色
薫
字
類
抄
・
下
7
7
オ
-
)

如
施
反
　
シ
カ
ナ
リ
　
シ
ツ
カ
ナ
リ
　
コ
タ
フ

然
　
ウ
ク
　
ウ
<
*
-
)
ケ
タ
マ
ハ
ル
　
シ
車
力
至
り
(
ォ
ー
>

オ
至
ノ
(
!
ッ
(
上
再
】
ヵ
(
上
-
ラ
壬
　
タ
カ
シ
　
ホ
シ
イ
マ
、

シ
(
サ
)
ヵ
(
+
)
モ
至
　
禾
ネ
ン(

観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
・
仏
下
末
8
-
0

色
葉
字
類
抄
・
類
衆
名
義
抄
共
に
「
シ
カ
モ
」
の
項
に
お
い
て
記
載

が
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
何
れ
も
順
接
の
接
続
用
法
を
担
う
接
続

詞
で
あ
っ
て
'
今
回
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
「
然
」
の
逆
接
の
用
法
に

相
当
す
る
語
の
記
職
は
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
逆
接
の
接
続

詞
の
表
記
と
し
て
前
田
本
色
葉
字
類
抄
に
は
'

＼而
シ
カ
ル
ヲ
　
(
前
田
本
色
薬
字
類
抄
・
下
7
8
オ
-
)

が
掲
出
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
'
特
に
「
r
色
薬
字
類
抄
」
の
所
収
語
は
'

そ
の
成
立
当
時
'
即
ち
、
院
政
期
に
使
用
さ
れ
た
日
常
通
行
語
で
へ
　
こ

の
字
書
は
そ
れ
ら
国
語
を
漢
字
を
も
っ
て
「
書
-
た
め
」
に
利
用
す
べ

t帽-

き
好
個
の
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
る
色
兼
字
類
抄
の
所
収
語

に
つ
い
て
、
一
つ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
と
'
「
然
」
に
対
す
る
逆
接
の
和
訓
が
色
薬
字
類
抄

に
碓
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
色
薬
字
類
抄
が
収

載
す
る
当
時
の
漢
字
と
和
訓
と
の
結
び
付
き
が
、
仏
教
説
話
・
霊
廟
記

の
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
そ
れ
と
は
直
接
に
重
な
ら
な
い
実
態
が
表

(t)

出
し
て
い
る
と
解
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

む

す

び

平
安
時
代
後
期
の
和
化
漢
文
資
料
に
お
い
て
「
然
」
字
の
逆
接
の
接

続
詞
的
用
法
に
使
用
差
が
存
す
る
こ
と
を
対
象
と
し
て
'
和
化
漢
文
資

料
に
お
け
る
用
字
法
の
差
異
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
当
該
期
の
和
化
漢
文
資
料
で
は
'
逆
接
の
接
続
詞
的
用

法
に
は
仏
家
俗
家
と
も
に
「
而
」
字
を
使
用
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

「
然
」
字
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
仏
家
中
心
に
使
用
が
見
ら
れ
る
漢

字
で
あ
っ
て
、
特
に
霊
験
記
に
お
い
て
高
い
割
合
で
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
'
霊
験
記
に
は
出
典
の
影
響
を

受
け
な
い
独
自
の
用
字
法
が
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
一
漢
字
の
一
用
法
の
み
の
検
討
か
ら
で
は
あ
る
が
'
当
該
期
の

和
化
漢
文
資
料
に
あ
っ
て
は
'
仏
家
の
霊
験
記
・
説
話
に
お
い
て
俗
家

と
は
異
な
る
用
字
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
実
用
的
な
性
格
を
有

す
る
文
章
に
お
い
て
は
仏
俗
の
差
異
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
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今
回
の
考
察
で
は
「
然
」
字
に
つ
い
て
へ
　
こ
の
使
用
が
な
ぜ
仏
家
の

霊
験
記
や
説
話
に
多
-
見
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
へ
当
該
字
が
日
本
語
の
表
記
と
し
て

ど
の
よ
う
な
和
訓
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
は
検
肘
し
き

れ
な
い
部
分
を
残
し
た
。
今
後
こ
れ
ら
の
問
題
を
含
め
、
和
化
漢
文
資

料
内
部
に
お
け
る
差
異
と
そ
れ
を
支
え
る
要
因
に
つ
い
て
へ
仏
家
の
文

章
を
中
心
に
考
え
て
い
き
た
い
。

(注)
川
　
峰
岸
明
「
平
安
時
代
記
録
資
料
に
お
け
る
「
而
」
字
の
用
法
に
つ

い
て
-
記
録
語
研
究
の
一
方
法
-
」
(
『
国
語
学
』
第
六
二
輯
'
昭
和

四
〇
年
九
月
)

脚
　
調
査
対
象
と
し
た
平
安
時
代
後
期
の
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る

「
然
而
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
は
へ
鈴
木
恵
氏
の
論
考
に
詳
し
い

(
「
r
然
而
]
を
め
ぐ
っ
て
L
 
r
鎌
倉
時
代
譜
研
究
J
第
六
輯
、
昭
和

五
八
年
五
月
)
氏
は
、
上
代
か
ら
平
安
時
代
後
期
に
か
け
て
の
和
化

漢
文
資
料
を
適
時
的
に
検
討
し
'
寛
平
-
延
書
頃
を
境
と
し
て
'

「
然
而
」
の
意
味
用
法
が
順
接
か
ら
逆
接
へ
と
転
化
す
る
様
相
を
指

摘
し
て
い
る
。

脚
　
注
好
選
は
、
編
者
が
未
詳
で
あ
る
。
但
し
、
「
寺
家
に
お
け
る
小

童
の
教
育
用
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
か
」
　
(
浅
見
和
彦
・
小
島
孝

之
「
解
抱
・
艶
話
文
学
一
〇
〇
選
」
小
島
氏
解
説
t
 
r
別
冊
国
文
学

今
昔
物
語
集
宇
治
拾
遺
物
語
必
携
]
　
1
九
八
八
年
1
月
)
と
の
指
摘

も
あ
り
へ
便
宜
上
仏
家
例
の
資
料
と
し
て
取
-
立
て
た
。
和
化
漢
文

資
料
の
用
字
法
を
広
-
帰
納
す
る
こ
と
は
、
例
え
ば
社
会
的
属
性
等

か
ら
本
資
料
の
編
者
を
考
え
る
際
に
資
す
る
面
が
あ
る
と
考
え
る
。

川
　
順
接
の
場
合
に
も
資
料
に
よ
る
差
異
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ

る
。
注
好
遺
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
探
要
法
花
験
記
・
高
野
山

往
生
伝
に
は
当
該
字
の
使
用
が
認
め
ら
れ
、
後
に
指
摘
す
る
迎
接

「
然
」
の
使
用
と
同
様
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
説
話
を
展
開
す
る
「
さ
て
」
に
当
た
る
語
が
こ
の
種
の
資

料
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
、
当
該
資
料
群
の
一

特
徴
と
D
E
さ
れ
る
。
し
か
し
'
本
稿
で
は
用
字
法
の
比
較
に
主
た
る

目
的
が
為
る
た
め
'
古
記
録
類
に
用
法
自
体
が
僅
少
で
あ
る
こ
れ
ら

順
接
の
用
法
を
特
に
取
り
立
て
な
い
こ
と
と
し
た
。

㈱
　
前
掲
注
-
論
文
。

㈲
　
表
-
・
2
か
ら
へ
逆
接
の
接
続
詞
町
用
法
を
単
独
で
担
う
「
然
」

「
而
」
の
合
計
に
お
け
る
「
然
」
の
使
用
率
を
計
上
し
た
。

間
　
実
用
文
・
非
実
用
文
と
い
う
文
章
分
類
は
、
国
語
学
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
基
づ
い
て
帰
納
さ
れ
た
も
の
で
は
な
-
、
便
宜
上
へ
文
書
・

記
録
類
を
「
(
日
常
)
実
用
文
」
そ
れ
以
外
を
「
非
実
用
文
」
と
称

し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
へ
用
字
法
等
の
研
究
成
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
、
枠
を
再
構
築
し
て
い
-
必
要
が
あ
ろ
う
。

㈱
　
表
中
の
「
o
L
は
'
用
例
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
。
「
-
」
は
'
文

書
自
体
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
。

㈱
　
こ
の
使
用
率
は
「
然
」
字
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
文
書
の
種
類
に

限
っ
て
「
而
」
字
の
使
用
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
未
調
査
の
文
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書
類
に
も
「
而
」
字
は
存
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
'
こ
れ
を
計
上
す

れ
ば
r
平
安
遺
文
」
に
お
け
る
「
然
」
字
の
使
用
率
は
さ
ら
に
低
-

な
る
。

㈹
　
た
だ
し
r
平
安
遺
文
]
所
収
の
文
書
に
お
い
て
'
僧
侶
の
漢
字
使

用
に
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
は
あ
る
。
(
山
本
真
吾
「
平

安
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
副
詞
「
た
と
ひ
し
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
-

僧
侶
使
用
漢
字
の
世
界
I
L
 
r
三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
L
第
1
号
へ

一
九
九
〇
年
六
月
)

的
　
霊
験
記
と
往
生
伝
と
を
比
較
し
て
、
用
語
・
用
字
の
違
い
が
認
め

ら
れ
る
と
い
う
指
摘
は
既
に
藤
井
俊
博
氏
に
よ
っ
て
成
さ
れ
て
い

る
。
(
「
本
朝
法
華
験
記
の
語
嚢
と
表
記
-
霊
験
記
・
往
生
伝
の
文
体

を
め
ぐ
っ
て
-
」
　
r
京
都
橘
女
子
大
学
研
究
紀
要
し
第
二
一
号
、
一

九
九
四
年
〓
1
月
、
「
r
大
日
本
国
法
華
経
験
記
L
の
「
臭
」
「
蔦
」
「
也
」

r
云
々
」
　
」
r
大
日
本
国
法
華
経
験
記
校
本
・
索
引
と
研
究
J
 
l
九

九
六
年
1
1
月
)
等
。

佃
　
現
存
す
る
主
要
な
往
生
伝
'
日
本
往
生
極
楽
記
・
続
本
朝
往
生

伝
・
拾
遺
往
生
伝
・
後
拾
遺
往
生
伝
・
三
外
往
生
記
・
本
朝
新
修
往

生
伝
・
高
野
山
往
生
伝
の
内
、
表
記
主
体
が
仏
家
で
あ
る
の
は
、
高

野
山
往
生
伝
の
み
で
あ
る
。
三
外
往
生
記
も
仏
家
の
手
に
成
る
も
の

の
、
表
記
主
体
で
あ
る
沙
弥
蓮
禅
は
'
保
延
元
(
1
1
3
5
)
年
の
後
ま
も

な
く
出
家
」
し
た
と
さ
れ
る
(
日
本
思
想
大
系
「
往
生
伝
法
華
験
記
」

解
説
へ
1
九
七
四
年
九
月
、
に
よ
る
)
。
本
資
料
の
成
立
が
保
延
五
(
1
1
3
9
)

年
か
ら
ま
も
な
く
で
あ
ろ
う
と
目
さ
れ
る
　
(
前
掲
解
説
に
よ
る
)
　
こ

と
か
ら
考
え
る
と
、
純
粋
に
仏
家
側
の
人
物
と
認
め
る
に
は
難
が
あ

ろ
う
。

㈹
「
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
」
(
馬
測
和
夫
箱
へ
昭
和
六
〇
年
一

一
月
)
「
解
説
」

㈹
逆
接
の
接
続
詞
的
用
法
の
「
然
」
だ
け
で
は
な
く
、
順
接
の
接
続

詞
的
用
法
も
補
わ
れ
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
1
5
例
に
は
、
こ
れ
ら
を

含
め
計
上
し
て
あ
る
。
注
4
に
お
い
て
指
摘
し
た
点
と
関
わ
り
、
霊

験
記
の
和
化
漢
文
資
料
の
特
徴
と
し
て
'
今
後
考
え
た
い
問
題
で
あ

る
。

㈹
　
そ
の
概
略
を
ま
と
め
る
と
以
下
に
示
す
よ
う
に
な
る
。

品 詞

名 詞 64

指示代名詞 19

動 詞 35

補助 励詞 1

形 容 詞 4

副 詞 22

接 続 詞 91

助 動 詞 2

接 尾 語 7

連 語 26

助 字 112

文 26

計 409

㈹
　
前
掲
注
-
論
文
。
峰
岸
氏
は
'
「
而
」
字
と
逆
説
接
続
の
和
訓
と

の
対
応
が
類
釆
名
義
抄
に
は
見
え
ず
'
色
葉
字
類
抄
に
見
ら
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
へ
両
辞
書
の
「
読
む
た
め
し
と
「
奮
-
た
め
」
と
い
う

使
用
目
的
の
相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。

㈹
　
前
掲
注
-
論
文
で
は
'
注
1
 
6
の
指
摘
と
関
わ
っ
て
、
色
葉
字
類
抄

が
「
当
時
に
お
け
る
日
常
一
般
の
文
章
様
式
で
あ
る
変
体
漢
文
・
漢

字
仮
名
交
-
文
を
書
-
際
に
利
用
す
べ
き
字
書
で
あ
る
こ
と
を
図
ら

ず
も
露
呈
し
た
一
つ
の
例
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
今
回
の
考
察

1
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は
へ
　
こ
の
峰
岸
氏
の
指
摘
を
別
の
角
度
か
ら
補
強
す
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
る
。
し
か
し
'
本
稿
に
お
け
る
検
討
は
、
一
漢
字
の
一
用
法

の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
題
を
考
察
す
る
た
め
に

は
色
葉
字
類
抄
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
、
周
辺
資
料
と
の
比
較
を
行

う
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

[
調
査
資
料
‥
テ
キ
ス
ト
]

○
末
寺
観
智
院
本
注
好
選
　
(
r
古
代
説
話
集
注
好
選
(
原
本
影
印
井
釈

文
)
」
)
○
大
日
本
国
法
華
経
験
紀
(
r
大
日
本
国
法
華
経
験
記
校
本
・

索
引
と
研
究
]
)
　
○
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花
験
記
　
(
r
醍
醐
寺
蔵
探
要
法
花

験
記
]
)
○
高
野
山
往
生
伝
(
「
往
生
伝
法
華
験
記
」
日
本
思
想
大
系
7
)

○
続
本
朝
往
生
伝
　
(
r
往
生
伝
法
華
験
記
]
　
日
本
思
想
大
系
7
)
　
○
東

山
往
来
(
r
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
J
第
一
巻
古
往
来
(
!
)
)
○
雲

州
往
来
(
r
雲
州
往
来
享
禄
本
研
究
と
総
索
引
)
本
文
研
究
篇
)
　
○
後

二
債
師
通
記
　
(
大
日
本
古
記
録
r
後
二
健
師
通
記
]
一
-
≡
)
　
○
帥
記

(
増
補
史
料
大
成
r
権
記
二
帥
記
)
)
　
○
平
安
遺
文
　
(
「
平
安
遺
文
」
)

○
拾
遺
雀
生
伝
(
「
往
生
伝
法
華
験
記
」
日
本
思
想
大
系
7
)
○
法
華

伝
記
(
大
正
新
傭
r
大
蔵
経
)
第
五
十
1
冊
史
伝
部
三
)

*
用
例
の
引
用
に
際
し
て
は
、
論
旨
に
直
接
関
わ
ら
な
い
訓
点
等
を
省

略
し
た
。
ま
た
、
理
解
に
資
す
る
た
め
私
に
読
点
を
付
し
た
。
訓
点
資

料
の
加
点
例
を
引
用
す
る
場
合
に
は
、
資
料
に
存
す
る
ヲ
コ
ト
点
を
平

仮
名
で
'
仮
名
点
を
片
仮
名
で
'
読
点
・
句
点
を
そ
れ
ぞ
れ
「
'
」
「
。
」

で
示
し
た
。

[
付
記
]

本
稿
は
'
第
二
六
回
新
潟
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会
(
平
成
一

〇
年
二
月
七
日
、
於
新
潟
大
学
)
　
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
'
鈴
木
恵
先
生
を
は
じ
め
多
-
の
方
々
か

ら
貴
重
な
御
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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